
※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 58,042,153 58,985,932 58,800,982 59,984,927 62,086,611平均値 69.2 70.8 70.7 70.3 69.9平均値 54.0 55.4 55.5 56.0 57.4

62,733,288 63,729,020

平均値 34.2 29.2 25.3 21.0 24.3

77.3 78.1 80.5 80.0 当該値 62,945,38065.2 64.8 66.5 66.8 当該値 78.4

R05 R06

当該値 11.0 0.0 0.0 0.0 0.0 当該値 64.5

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

63,938,762 61,865,366

31.3

2. 老朽化の状況

全体総括

　医師・看護師など医療人材の確保、給与費の増、物価高騰、診
療報酬のマイナス改定などに加え、新型コロナウイルス感染症の
流行以降、病床利用率の低下が継続しているなど、昨今の医療機
関を取り巻く経営環境は、大変厳しさを増している。
　高度急性期及び急性期診療を担う中核病院としての使命を果た
すとともに、更なる入院単価のアップなど収益向上に努めるほ
か、診療材料の共同購入など経費節減に引き続き取り組むこと
で、収支の改善を図っていきたい。
　また、水戸地域医療構想調整会議において水戸保健医療圏の６
病院を２つの拠点病院（県立病院と公的病院）を中心とした病院
群へ再編する方針が承認されたことから、県立中央病院と県立こ
ども病院を統合した新たな県立拠点病院の整備に向け検討を進め
る。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

49.8 平均値 29.0 29.2 29.4 30.925,545 平均値 51.8 49.6 48.8 48.685,381 平均値平均値 75,766 79,610 82,275 83,606

69.7 67.0 63.9 60.825,078 24,359 24,138 26,944 27,699 当該値

22,637 23,244 23,704 25,007

当該値 72,662 74,349 74,532 79,460 76,536 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、前年度に比べて6.9ポイント低下した。
②医業収支比率は、人件費・物価高騰による医業費用の増によ
り、前年度比5.5ポイント低下した。引き続き医業収益の増及び費
用の節減に努めていきたい。
④病床利用率は、前年度比3.6ポイント上昇したものの、類似病院
の平均を下回っている。
⑤入院患者1人1日当たりの収益は、前年度より低下しており、類
似病院の平均値を下回っている状況にある。更なる入院単価の
アップなど、医業収益の増に努めていきたい。
⑦職員給与費対医業収益比率は、前年度比3.9ポイント上昇してお
り、類似病院の平均値を大幅に上回っている。
⑨累積欠損金比率は、0ポイントであり、欠損金はない。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 ①有形固定資産減価償却率は、前年度比0.3ポイント上昇し、類似
病院の平均値を上回っており、施設の老朽化が進んでいることを
示している。
②器械備品減価償却率は、前年度比0.5ポイント低下しているもの
の、類似病院の平均値を上回っており、医療機械備品の老朽化が
進んでいることを示している。
③1床当たりの有形固定資産は、類似病院の平均値を上回ってい
る。

R06 R02 R03 R04

33.3 33.2 33.4 32.3 34.464.7 当該値

平均値 70.6 71.4 72.2 74.4 76.3平均値 86.5 88.6 88.6 89.5 88.3平均値 88.7 90.6 90.6 91.5 90.4平均値 102.9 106.1 102.9 97.4 95.0

当該値 62.7 63.1 67.1 66.4 70.0当該値 75.6 78.4 79.4 86.0 80.479.4 80.5 87.1 81.6当該値 106.8 115.7 107.2 99.9 93.0

Ⅰ 地域において担っている役割
　中核的な総合病院として、がん医療、救急医療などをはじめと
する高度・専門・特殊な医療提供を行うとともに、筑波大学など
と連携しながら地域の医療人材の教育研修機能を担っている。

・県へき地医療支援機構
・救急医療二次病院
・難病診療連携拠点病院
・第二種感染症指定医療機関
・県がん診療連携拠点病院
・専門研修基幹施設・連携施設　等

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 76.6

- 年度 - 年度 - 年度

- 383

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

2,848,597 35,844 非該当 非該当 ７：１ 383

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 36 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が へ 災 地 - - 500 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 500床以上 自治体職員 475 - 25 ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
茨城県　中央病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0
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【58.0】
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【70.8】
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【53,183,039】
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経営比較分析表（令和6年度決算）
茨城県　こころの医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 精神科病院 精神病院 学術・研究機関出身 - - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 4 - - 臨 災 276 - 276 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- -

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

2,848,597 16,917 非該当 非該当 １５：１ -

Ⅰ 地域において担っている役割
  精神医療の基幹病院として精神科救急医療や児童・思春期医療
などの専門的な医療提供を行うとともに、筑波大学などと連携し
ながら地域の医療人材の教育研修機能を担っている。

・精神保健福祉法の規定に基づく救急応需病院
・医療観察法指定入院医療機関
・専門研修基幹施設・連携施設　等

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 74.8 70.8 69.2 75.6 74.1当該値 101.7 104.9 93.0 97.5 98.0 当該値 78.1 72.7 67.5 71.3 68.9当該値 68.4 63.8 62.0 67.9 65.2

平均値 64.8 64.1 64.1 63.8 62.3平均値 102.3 103.5 102.5 100.2 96.5 平均値 65.3 63.1 62.3 62.4 61.9平均値 61.9 61.7 61.5 61.1 59.5

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、前年度に比べて0.5ポイント上昇した。
②医業収支比率は、前年度比1.5ポイント低下した。病床利用率の向上な
ど、医業収益の増に努めていきたい。
④病床利用率は、類似病院の平均値を上回っているものの、前年度比2.4
ポイント低下した。引き続き病床利用率の向上に努めたい。
⑤入院患者1人1日当たりの収益は、前年度より上昇し、類似病院の平均
値を上回っている。病床利用率の向上など、引き続き医業収益の増に努
めていきたい。
⑥外来患者1人1日当たりの収益は、類似病院の平均値を下回っている
が、院外処方を実施しているためであると考えられる。
⑦職員給与費対医業収益比率は、給与費の増等により、前年度比3.6ポイ
ント上昇しており、改善に向け経営努力に努めたい。
⑨累積欠損金比率は、前年度比0.5ポイント上昇し、類似病院の平均値を
下回っているものの、解消に向け経営努力に努める必要がある。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 ①有形固定資産減価償却率は、上昇傾向にあり、類似病院の平均
値を上回っていることから、計画的な施設の更新等を行っていく
必要がある。
②器械備品減価償却率は、上昇傾向にあり、類似病院の平均値を
上回っている。医療機械備品の老朽化が進んでいることを示して
いることから、計画的な医療機械備品の更新等を検討する必要が
ある。
③1床当たりの有形固定資産は、類似病院の平均値を上回っている
ことから、改善に向けて検討する必要がある。

R06 R02 R03 R04

5.3 5.3 5.8 5.8 5.499.2 当該値28,745 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 22,234 22,875 23,419 23,411

94.8 98.7 103.6 95.67,344 7,305 7,202 7,446 7,774 当該値

8,706 8,691 8,761 8,739

当該値 26,987 27,803 27,508 27,803

6.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　医師・看護師など医療人材の確保、給与費の増、物価高騰、診
療報酬のマイナス改定などに加え、新型コロナウイルス感染症の
流行以降、病床利用率の低下が継続しているなど、昨今の医療機
関を取り巻く経営環境は、大変厳しさを増している。
　本県の精神科医療の基幹病院としての使命を果たすとともに、
病床利用率の向上や各種加算の取得など収益向上に努めるほか、
各種経費の節減に取り組むことで、収支の改善を図っていきた
い。
　また、本院は建替後10年以上経過しており、今後は、個別施設
計画に基づき、計画的な補修等を行っていく必要がある。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

86.9 平均値 7.9 7.7 7.3 6.98,697 平均値 92.2 91.4 84.0 82.923,940 平均値

R05 R06

当該値 104.1 99.2 116.7 113.6 114.1 当該値 52.3

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

29,492,623 29,733,286 29,831,087 30,025,174

平均値 197.8 171.0 160.5 167.7 180.9

82.1 85.7 85.6 85.7 当該値 29,421,51455.8 58.4 60.4 62.4 当該値 78.4

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 28,287,536 28,070,344 28,458,752 26,802,274 27,263,304平均値 67.5 68.7 68.0 69.3 72.4平均値 54.0 55.1 52.2 52.5 54.6
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【70.8】
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経営比較分析表（令和6年度決算）
茨城県　こども病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 自治体職員 115 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

指定管理者(利用料金制) 20 対象 I 未 訓 - - - 115 【】

- 年度 - 年度 平成18 年度

- 95

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

2,848,597 13,503 非該当 非該当 ７：１ 95

Ⅰ 地域において担っている役割
　小児医療の中核的な専門病院として、重篤・難治な患者を対象
に、高度かつ専門的な医療提供を行うとともに、筑波大学などと
連携しながら地域の医療人材の教育研修機能を担っている。
・県小児がん拠点病院
・小児救急中核病院
・総合周産期母子医療センター（新生児医療）
・難病医療指導機関
・県指定小児リハ・ステーション
・地域医療支援病院　等

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 79.3 75.3 78.1 73.4 78.5当該値 103.1 103.0 106.7 96.1 101.0 当該値 84.4 78.6 78.3 76.5 84.8当該値 78.9 74.7 77.5 72.9 77.7

平均値 80.7 82.2 81.7 81.0 79.7平均値 100.6 105.9 104.3 96.3 93.0 平均値 65.8 65.0 63.3 64.7 67.9平均値 77.1 78.6 78.1 77.5 76.0

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、前年度に比べて4.9ポイント上昇し、類似病院の平均
値を上回っている。
②医業収支比率は、医業収益の増等により前年度比5.1ポイント上昇した
ものの、類似病院の平均値を下回っている。
④病床利用率は、前年度に比べて8.3ポイント上昇し、類似病院の平均値
を大幅に上回っている。
⑤入院患者1人1日当たりの収益及び⑥外来患者1人1日当たりの収益とも
に、類似病院の平均値を大幅に上回っている。
⑦職員給与費対医業収益比率は、前年度比6.2ポイント低下したものの、
類似病院の平均を上回っている。
⑧材料費対医業収益比率は、高額な薬品等の使用により類似病院の平均
値を上回っているが、高度かつ専門的な医療提供していることが原因と
考えられる。
⑨累積欠損金比率は、0ポイントであり、欠損金はない。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 ①有形固定資産減価償却率は、上昇傾向にあり、類似病院の平均
値を上回っており、施設の老朽化が進んでいることを示してい
る。
②器械備品減価償却率は、前年度比0.8ポイント増加し、医療機械
備品の老朽化が進んでいることを示している。
③1床当たりの有形固定資産は、類似病院の平均値を上回っている
が、高度かつ専門的な医療提供していることが原因と考えられ
る。

R06 R02 R03 R04

30.7 27.7 25.3 24.7 25.869.9 当該値100,933 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 37,855 39,289 40,846 41,075

60.0 70.1 67.8 76.123,759 23,157 25,724 23,361 26,866 当該値

11,234 11,512 11,831 11,652

当該値 116,412 105,097 106,111 102,328

18.1

2. 老朽化の状況

全体総括

　医師・看護師など医療人材の確保、給与費の増、物価高騰、診療報
酬のマイナス改定などに加え、医療提供体制を取り巻く環境変化への
対応が求められているなど、昨今の医療機関を取り巻く経営環境は、
大変厳しさを増している。
　当院は一般医療機関では対応が困難な周産期と小児の専門医療・救
急医療を提供するとともに、加算の取得など更なる収益向上に努める
ほか、各種経費の節減に取り組むことで、収支の改善を図っていきた
い。
　医療人材の教育研修機能を強化し、小児科医師不足地域への医師派
遣を継続的に行っていくためには、教育に要する人件費の財源確保が
課題となっている。
　また、水戸地域医療構想調整会議において水戸保健医療圏の６病院
を２つの拠点病院（県立病院と公的病院）を中心とした病院群へ再編
する方針が承認されたことから、県立中央病院と県立こども病院を統
合した新たな県立拠点病院の整備に向け検討を進める。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

69.2 平均値 17.5 17.3 17.9 18.011,744 平均値 68.5 67.1 66.9 68.141,859 平均値

R05 R06

当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 当該値 65.2

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

105,243,243 107,102,313 107,726,583 107,715,383

平均値 124.2 121.6 118.9 121.9 114.5

69.8 73.6 76.5 77.3 当該値 106,589,16566.9 69.0 70.7 71.3 当該値 66.1

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 42,806,727 43,530,781 44,196,357 45,484,013 48,248,884平均値 72.9 73.9 74.3 72.2 72.4平均値 56.9 58.1 59.4 59.1 60.0
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④病床利用率(％)
【70.7】
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③修正医業収支比率(％)
【82.6】
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①経常収支比率(％)
【93.7】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【58.0】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【26.7】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【57.7】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【18,510】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【63,608】
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⑨累積欠損金比率(％)
【54.3】


